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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
相模原市水とみどりの審議会 

事務局 

（担当課） 
水みどり環境課 電話０４２－７６９－８２４２（直通） 

開催日時 令和２年１０月 ９日（金） ～ １０月１６日（金） 

出 

席 

者 

委 員  ９人（別紙のとおり） 

その他  ０人 

事務局  ５人（水みどり環境課長、他４人） 

公開の可否 □可  ■不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

書面会議のため 

会議次第 

 

１ 議題 

（１）第２次相模原市水とみどりの基本計画・生物多様性戦略の進

行管理方法について 
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審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の意見、●は事務局の説明） 

 

（審議を書面等で行った理由） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、委員等が一堂に会する方法により会議 

を開催することが困難であったため、書面により審議会委員からの意見を求め、回 

答を得ることにより会議の開催に代えることとした。 

 

１ 議題 

（１）第２次相模原市水とみどりの基本計画・生物多様性戦略の進行管理方法について 

第２次相模原市水とみどりの基本計画・生物多様性戦略の進行管理方法につい

て、事務局より説明資料及び意見を求める回答票の送付を行った。 

書面により審議を行い、本議案内容について、次のとおり意見があった。 

 

○ 前年度の取組を評価して、その評価に基づいた取組を当年度から実施する事の

方が良いのではないか。前年度の取組の評価結果を当年度に反映した方が、評価

内容が薄れる事なくよりよい計画の推進が図れると思う。前年度末に評価結果を

出す事は難しいことであるのか。 

● 前計画において、前年度の取組を評価し、その評価に基づいた取組を当年度か

ら行うことは難しかったため、当計画では各年度の施策の実施状況を蓄積し、中

間見直しや後継計画の策定時にその評価を行い、その内容を反映した計画を策定

することとしている。 

○ 毎年度、報告書としてまとめ公表する事だけで良いのか。報告書を公表する事

だけでなく、その時に評価も一緒にできないか。 

● 評価については、中間見直し時等に実施する事としているが、報告書を公表す

るだけでなく、その進捗状況を明記するように検討している。 

○ 成果指標の前年度数値について、事業内容によっても違うと思うがＡＢＣの評

価がもっと明確にあらわす事が出来ないか。 

● 中間見直し及び後継計画策定時の計画の評価方法等の検討を行ってまいりた

いと考えている。 

○ 中間見直し、後継計画策定時の計画の総合的な評価の際に何をどのように評価

するかについて、今後少し検討する必要があるかと思う。「考え方」には、取組

内容の評価を行うような書きぶりになっているが、「具体的な作業」の中に具体

的に書いた方が良いと思う。特に、中間的見直しの作業のイメージがつきにくい

と思う。 

● 中間見直し及び後継計画策定時の計画の評価方法等の検討を行ってまいりた
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いと考えている。 

○ 具体的な数値目標とは事業に参加した人数等だと思われるが、実際に生態調査

などを行い希少種や生息数が増えたなどの調査は評価の一貫として行う予定は

ないのか。実際に生物が生息し生物多様性に一役かっているのか、どのような生

物が生息し本当に保全につながっているのかなどが知りたいと思う。定期的な調

査が必要となり、人手や予算も必要となりるので難しいとは思うが 2018 年度に

生物相調査とあるのでその調査と比較できるような形での調査を定期的に行い

本計画の評価の一つとして行ったらわかりやすいのではないか。 

● 本計画内においても、生物の分布調査の推進を図ることとしていることから生

物分布調査を行うことは必要であると考えているが、その方法等の検討を行って

まいりたいと考えている。 

○ 進行管理の進め方について、計画全体に対しての進捗状況を明確にすること

は、必要だと考える。例えば、公園を作るなどの計画は、住民の意見を聞く、検

討する、設計する、工事するなどの段階があるので、現在どの位置にあるのかを

グラフで示してはどうか。 

● 各事業において、進捗状況を明記するように検討しており、その記載方法につ

いても検討している。 

○ 策定段階で各部署の計画が決まっていると思われるため、「第２次水とみどり

の基本計画・生物多様性戦略」は抽象的な目標しか書かれていないので、具体案

を（項目だけでも）提示していただきたい。 

● 進行管理シートの中で各部署の具体的な事業内容等を提示する予定である。 

○ 毎年度の作業は、やったかどうか（Ｄｏ）のチェックになると理解した。次年

度の取組改善には、「審議会の意見は担当課にフィードバックする」の部分が重

要になってくると感じた。 

 

以 上   
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水とみどりの審議会委員出欠席名簿 

 

 氏  名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 田淵 俊人 玉川大学農学部 教授 会長 出席 

２ 南 正人 麻布大学獣医学部 准教授  出席 

３ 吉永 龍起 北里大学海洋生命科学部 准教授  出席 

４ 岸 好美 公募委員  出席 

５ 秋永 真里子 
特定非営利活動法人境川の斜面緑地

を守る会 理事 
 出席 

６ 飯塚 裕美 
特定非営利活動法人みどりのお医者

さん 
 出席 

７ 熊谷 達男 
「小松・城北」里山をまもる会 

副会長 
 出席 

８ 髙橋 孝子 
特定非営利活動法人相模原こもれび 

理事長 
副会長 出席 

９ 野口 恭夫 
相模原商工会議所 ３号議員 

(東京ガス株式会社神奈川西支店 支店長) 
 出席 

 


